
№４－１ 

 

    会派 創生  市來  洋志  議 員 

 

 

１ 市政運営について 

 

 (１) 副市長２人制について 

本定例会において来年度から、副市長を２人から１人に変更する条例改正が提

案された。初日の施政方針において変更理由等の説明がなされず、これまで８年

間続いてきた農林水産省からの登用がなくなることは、市政運営の在り方が大き

く変わることになる。これまで、中西市長は本市の基幹産業として農・畜産業を

標榜してきたと思うが、今後の市政運営の方針・方向性として副市長の所管や権

限が変わることについて市民に対しても明確に説明すべきだと思うが、見解を示

されたい。 

また、これまでの成果と今後の対応を示されたい。   

 

 

２ 公共施設について 

  本定例会初日に市民交流センターや湯遊ランドあいら等、公共施設の今後に

ついて議員説明会が開催された。本市は今年度、公共施設等総合管理計画を改訂

し、計画では、１年平均の更新費用の目標数値を、建築物が41.2億円、インフラ

が8.6億円と設定し、実施方針では施設の更新等に当たっては、ＰＦＩなど公民

が連携した手法の更なる導入について検討を行う、と記載されている。本市が合

併して15年、市民ニーズがあるにもかかわらず、畜産環境センターは廃止、児童

センターは民間売却されることになっている。そこで公共施設について今後の方

針及び課題を問う。 

 

(１) 湯遊ランドあいらの改修について 

   湯遊ランドあいらについては、３月末をもって休館し、２年後の再開に向け

て8.3億円を投入し改修を行うとのことである。市民からも温泉施設の不具合

（配水の配管や電気の配線）等を修繕し、早急に利用できないかとの声が届い

ている。過疎債や交付金の活用を見込んでいるとのことだが、厳しい財政状況

の中、大規模な改修費用は市民ニーズをどのように考えているか。 

また、改修後の指定管理や維持費についてどのように考えているのか。 

 

(２) 小動物園等の公園の今後について 

鹿屋中央公園内にある小動物園について、市民から「子どもたちの集まる霧島

ヶ丘公園に移設することで、霧島ヶ丘公園も人が集まるのでないか」との声が届

いた。これまでも議論は重ねてきたとは思われるが、子どもたちの楽しめる場所

を霧島ヶ丘公園に集約すれば活性化につながるのではないか。また、市内の公園

に障がい児も一緒に楽しめる「インクルーシブ遊具」の設置は考えられないか。 
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(３) 公共施設の今後の在り方について 

    公共施設等総合管理計画によると本市では「建築後30年以上経過した公共建

築物が全体の半数近くを占めており、今後大量の公共施設が一斉に更新時期を

迎えることが予想され、それに伴う更新費用は膨大なものになる」と記載され

ている。合併後15年を迎える中、老朽化を迎える公共施設の今後の個別の方針

を定める必要があるのではないか市長の見解を示されたい。                                          

また、人口減少対策を推進するうえでも重要な課題だと思われるが、市長の見

解を示されたい。 

 

 

３ 教育行政について 

 

 (１) 通学路の安全対策について 

小中学校全てに通学路がある。今までも幾度となく質問しているが、通学路に

おける安全対策はどのようになっているか。本市の小中学校は創立100年を超え

るものが多く、街の中に学校ができたものではなく、学校の周りに家が建ち道路

等のインフラが整備され、通学路が整備されることは喜ばしいことだが、一方で

歩道が確保できない通学路も多くある。区画線やグリーンベルト、ゾーン30の設

置等、運転者に対しての啓発をしていることは理解できるが、保護者の方々から

は心配する声が届いている。本市の通学路の安心・安全に対する対策をどのよう

に講じていく考えか、方針を示されたい。 

 

 

４ 農業政策について 

 

 (１) 畜産環境センターについて 

畜産環境センターが２年後に廃止となる。それに伴い、今までの利用農家は個

別処理か廃業するしかないことになる。現在、数件の畜産農家が利用組合を立ち

上げ、補助金等を受け処理施設を作ろうという動きもあると聞いている。それ以

外の戸別農家はどのようになるのか。飼料や農業資材等、経費も高騰しており利

益率も悪くなっている現状を鑑みて、個別処理施設を作るための借入も難しく廃

業するしかないという話も聞いている。糞尿の処理問題が解決できれば養豚を続

けられるという農家もいる中、畜産環境センターを活用した小規模農家の存続の

ために新たな施策は考えられないか、見解を示されたい。 
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 (２) 災害時の農地復旧について 

台風や大雨などの発生時、家屋の倒壊、倒木や土砂崩れ等、様々な被害が発生

する。農地においては畔
あぜ

が崩れたり、倒木や土砂の流入もある。現在、耕作者は

高齢者が多く、重機等もない中、どのように対処すればいいのか。家屋には保険

も適用されるが農地においては保険が適用されないのが事実である。災害時の処

理等について行政の対応・対策はどうなっているか示されたい。 

  


